
1992年

私
達
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
自
由

・
平
等
で
あ
り
、
幸
せ
に

生
き
る
権
利
を
持

っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
願
い
や
権
利
は
、
「基
本

的
人
権
」
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
日
常
生
活
の
中
で
、

私
達
は
古
く
か
ら
の
因
習
や
世
間

体
に
取
ら
わ
れ
た
も
の
の
見
方
や

考
え
方
に
影
響
さ
れ
、
と
き
に
は

誤

っ
た
判
断
を
し
て
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
、
人
権
を
侵
害
し
、

人
の
幸
せ
を
踏
み
に
じ

っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
同
和
地
区
出
身
で

あ
る
こ
と
、
女
性
で
あ
る
こ
と
ま

た
は
障
害
者
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

理
由
に
差
別
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
で
し
よ
う
か
。
そ
し
て
こ

う
し
た
問
題
の
中
で
も

つ
と
も
深

刻
で
重
大
な
社
会
問
題
と
し
て
同

和
問
題
が
あ
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
差
別
は
、
私
た
ち

一

人
ひ
と
り
が
な
く
し
て
い
こ
う
と

い
う
姿
勢
を
持
ち
、
努
力
し
て
い

か
な
い
か
ぎ
り
自
然
に
な
く
な
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
は
、
県
が
実
施
し
た
「同

和
問
題
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
」

結
果
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

一』

■
１
ゴ

、ェンノ層
ヽプ 同

和
問
題
の
解
決
は

み
ん
な
の
課
題

広 報

」Lがlby

205%

5.9%

9.5%

4.7%

15.0%

5.8%

4.0%

8.6%

4.4%

2.2%

7.4%

7.9%

4.1%

1.同和地区の存在や同和問題について知っていますか。

2.いつ、どのような方法で知りましたか。
(は じめて知った時期 )            (は じめて知った方法 )

小学生に入る前

小学生のころ

中学生のころ

高校生のころ

18～19歳のころ

20歳以降

おぼえていない

その他

回答をし

1.9%  父母 など家族から聞いた

同和地区のことは知らな。

回答なし

近所の人から聞いた

学校の友達から聞いた

職場の人から聞いた

学校の授業で教わった

講演会などで聞いた

広報紙で読んだ

テレビなどで知った

近 くに同和地区があっ

その他

おぼえていない

232%

20.3%

9.7%

53%

16.9%

110%

8.6%

3.1%
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▲りんご園オープン

人□の動き
(9月 1日現在)

世帯数 2,542( 6)
男  4,002( 10)
女  4,321( 4)
総 数 8,323( 14)

編
集
後
記

今
年
の
敬
老
会
で
は
、
昨
年
の

四
百
九
十
三
人
を
三
十

一
人
上
回

る
五
百
二
十
四
人
の
あ
年
寄
り
の

方
々
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
昔
は
、

あ
年
寄
り
が
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
と

言
え
ば
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
頭
に
浮

か
び
葱
す
が
、
△フ
で
は
グ
ラ
ウ
ン

ド

・
ゴ
ル
フ
な
ど
親
じ
め
る
ス
ポ

ー
ツ
が
増
え
て
き
誅
し
た
。
や
は

り
、
体
を
動
ガ
す
こ
と
が
健
康
の

秘
訣
で
は
な
い
の
で
し
よ
う
か
。

▼
南
在
の
老
人
グ
ラ
ブ
で
は
、
缶

年
二
回
づ
つ
、
中
坂
峠
と
別
所
の

堤
の
草
刈
り
奉
仕
作
業
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
重
い
草
刈
り
機
で
草
を

刈
ら
れ
て
い
る
様
子
は
、
と
て
も

老
人
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ば
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
ま
す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
ま
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ま

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
山

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。

同和問題に関する県民意識調査は、県内にお住まいの20歳以上の方5,000人 を対象に、県が、平成 2年 10

月から11月 にかけて実施 したもので、そのうち2.899人 (回収率57.98%)か ら回答を得たものです。

おめで

お<やみ
_もうレあげます

(住所〉 (遺族) (死 亡者)(年齢)

高 森  11」 田 正満 山田 正- 79

草 部 遠山 哲夫 遠山スエ ト 94

色 見 岩下マツミ 岩下 眩盛 70
高 ‐森 平松 陽子 平松 ンナ 78

∫雷ミ

ありがとうございました (敬称略)

■社会福祉協議会ヘ

く香典返し〉津留大蔵、月下マツミ、

遠山哲夫、馬原広雄

〈病気見舞返礼〉中山秋広

」豊 灯

さんの 2男

■

■

■

■

(1992 8月 受イヽ十分)

教称略)颯

赤 ち ゃ ん

たんじよう

桐原 誠也ちゃん
(高 森)7・ 21生

平田 恵美ちゃん
(高 森)7・ 28生

楢本野 希ちゃん
(上色見)8・ 1生

杉田知嘉子ちゃん

(高 森)8・ 1生

I[■_■1良

`コー ミ
平  表ノし Tさ

んの長女
玲 子
:II::,  .:童::ノ7 中
さんの長男

美紀代

午 偲
さんの 2女

隆.子

(14)

草刈奉仕作業をする老人クラブの皆さん

(1)

`な
菫:饉難‐

の

知つている
.■88%



お せ
_」

平
成
四
年
第
三
回
町
議
会
定
例
会
は
十
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
五

日
ま
で
、
五
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
で
は
、
平
成
四
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
に
四
億

九
千
四
百
万
円
を
追
加
し
た
ほ
か
、
特
別
会
計
補
正
予
算
、
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
な
ど
九
議
案

（議
員
提
出
議
案
二
を
含
む
）
が
原

案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
を
中
心
に

五
億
六
百
万
円
を
補
正

平
成
四
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
四
億
九
千
四
百
六
万
四
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
四
十
億
二
百
十
三
万
四
千
円

と
し
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
財
政
調

整
基
金
の
積
立
金
に

一
億
三
千
百

八
万
八
千
円
、
道
路
新
設
改
良
費

に
六
千
五
百
万
円
、
災
害
復
旧
費

に
二
億
七
千
三
百
六
十
七
万
五
千

円
な
ど
の
追
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
四

百
二
十
八
万
五
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
七
億
三

千
三
百
四
十
四
万
七
千
円
と
、
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
の
総

額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
百
七
十
五
万

五
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
の

揮
し
ま
す
。
何
枚
も
切
る
と
き
は
、

何
度
も
包
丁
を
温
め
な
が
ら
切

っ

て
く
だ
さ
い
。
こ
う
す
れ
ば
、
食

ハ
ン
は
最
後
ま
で
き
れ
い
に
切
れ

ま
す
。
食
べ
残
し
た
焼
き
た
て
の
食
パ

ン
は
、
ポ
リ
袋
か
ラ

ッ
プ
フ
ィ
ル

総
額
を
二
億
六
千
四
百
九
十
五
万

三
千
円
と
、
農
業
用
水
供
給
事
業

特
別
会
計
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ

一
千
六
百
四
十
二
万
三
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
九

千
九
百
九
十

一
万

一
千
円
と
、
誘

致
工
業
用
地
取
得
及
び
用
地
造
成

事
業
特
別
会
計
予
算
の
総
額
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
三
万

一
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
の
総
額
を

一
億
四
千
二

百
九
十
六
万
九
千
円
と
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
に

松
野
氏
と
堀
田
氏
を
任
命

教
育
委
員
会
委
員
の
松
野
清
氏

は
、
平
成
四
年
十
月
四
日
を
も

つ

て
任
期
が
満
了
す
る
た
め
、
議
会

の
同
意
に
よ
り
松
野
清
氏

（６７
）

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
岩
下
光
明
氏
が
同
日
を

も

つ
て
任
期
が
満
了
す
る
た
め
、

議
会
の
同
意
に
よ
り
上
色
見

・
東

中
原
の
堀
田
彰
氏

（７０
）
が
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

（松
野
氏
）

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

（堀
田
氏
）

■
平
成
四
年
度
高
森
町

一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て■
平
成
四
年
度
高
森
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て■
平
成
四
年
度
高
森
町
農
業
用
水

供
給
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町
誘
致
工
業

用
地
取
得
及
び
用
地
造
成
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

■
第
十

一
次
道
路
整
備
五
箇
年
計

画
の
総
投
資
規
模
を
大
幅
に
拡
大

す
る
こ
と
等
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

■
第
二
次
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
五
箇
年
計
画
に
お
け
る
大
幅
な

事
業
費
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

議 会 だ よ り

(2)

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

九
議
案
を
審
議
可
決

「食
バ
ン
は
、　
ハ
ン
屋
さ
ん
か

ス
ー

ハ
ー
で
、
ス
ラ
イ
ス
ハ
ン
を

買
う
」
と
い
う
家
庭
が
、
最
近
は

多
く
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
焼
き
た
て
の
フ
ワ
フ
ワ
し

た
柔
ら
か
い
食
バ
ン
を
丸
ご
と
買

っ
て
き
て
、
食
べ
る
た
び
に
切
る

の
も
、
風
味
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
焼
き
た
て
の
柔
ら

か
い
食
バ
ン
は
包
丁
が
ス
ム
ー
ズ

に
通
ら
ず
、
き
れ
い
に
切
る
の
が

意
外
に
む
ず
か
し
い
も
の
で
す
。

無
理
に
切
ろ
う
と
す
る
と
食
バ
ン

の
形
が
崩
れ
、
ベ
チ
ヤ
ン
コ
に
つ

ぶ
れ
て
し
ま
い
、
見
た
日
に
も
よ

高
　
森

・

森

く
あ
り
ま
せ
ん
。

柔
ら
か
い
食
バ
ン
を
き
れ
い
に

切
る

コ
ツ
は
、
包
丁
を
温
め
る
の

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ガ
ス
コ
ン
ロ

な
ど
で
、
包
丁
を
火
に
あ
ぶ

っ
て

温
め
ま
す
。
あ
ま
り
火
に
近
づ
け

る
と
包
丁
の
刃
を
傷
め
る
の
で
、

Ｆ

●

ヽ
●
＾ヽ

〓

●
卜
ば

ヽ

ヽ
，

ヽ
●
こ

た
に

↑
■
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ヽ

Ｌ
ヽ
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ｔ
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゛
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ヽ
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ヽ
Ｌ

ｏ
ｌ

■

，

ど

ん
に
ヽ

■

卜
●
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ヽ

■

ヽ
●

゛

ざ

●
●
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■
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卜
よ

ヽ
暉

‘
＾
ヽ
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ヽ
Ｌ

ヽ

に
，
■

一
ヽ
■

に

■

ヽ

ざ
ｔ
ギ

■
卜

に

＾ヽ

卜
苺
■
一Ｆ

■

卜
よ

た
」
一ヽ

■
一
ざ

た
に
よ

占

苺

●
ヽ

バ
■
に
バ
■
に

Ｆ

Ｉ

ぶ
Ｉ
Ｉ
●

た
―

，

―

岩
　
下

雅

広

さ

ん
囲

●

●   ●

包
丁
を
遠
火
や
熱
湯
で
温
め
る

遠
火
で
温
め
て
く
だ
さ
い
。
包
丁

に
熱
湯
を
か
け
て
、
温
め
る
の
も

い
い
で
し
ょ
う
。

温
め
た
包
丁
を
食
パ
ン
に
当
て
、

前
後
に
こ
ま
め
に
動
か
し
な
が
ら
、

切
る
と
、
パ
ン
屋
さ
ん
に
あ
る
ス

ラ
イ
サ
ー
顔
負
け
の
切
れ
味
を
発

ム
で
密
封
し
た
あ
と
、
冷
凍
庫
に

入
れ
保
存
し
ま
す
。
食
べ
る
と
き

に
解
凍
す
れ
ば
、
焼
き
た
て
同
様

の
風
味
で
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

ま
す
。
山
型
の
食
バ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

四
角
い
食
パ
ン
に
も
、
上
下
が
あ

5日 間の日程で開かれた第 3回定例町議会☆ 仕事は楽しいですか
今年、 4月 1日 付で町役場の職員とし

て採用され 6カ 月が経ちましたが、まだ

まだ毎日が勉強の繰り返 しで、忙しい日々

を送っています。

☆ 今、いちばんや りたいことは
お金をためて、次にゴルフクラブを一

式手に入れて、最後に手にまめができる

までゴルフをしたい。

☆ どんな町づ <り を望みますか
眺めるだけの観光じゃなくて、遊べる

観光もできる町になれば、 もっと人が集
まってくると思います。

10 10 10 10
月 月 月 月
25  18  11  10
日 日 日 日

寺 立 中
室  昼  圏
崎③野0村②
0  2  0
医 1病 3医 3
1   3   0
院 1院 3院 9

(13)

り
ま
す
。
上
の
ほ
う
よ
り
下
の
ほ

う
が
、
固
く
し

っ
か
り
し
て
い
ま

す
。
焼
き
た
て
で
な

い
食
バ
ン
を

切
る
と
き
は
、
こ
の
特
性
を
生
か

し
、
下
に
な
る
固
い

一
辺
を
手
前

に
し
て
、
そ
の
角
か
ら
包
丁
を
入

れ
ま
す
。
こ
う
す
れ
ば
包
丁
の
刃

が
入
り
や
す
い
、
食
パ
ン
の
固
い

部
分
が
支
え
に
な

つ
て
、　
つ
ぶ
れ

ず
ス
ム
ー
ズ
に
切
れ
ま
す
。

/

新 しく教育委員に

なられた堀田彰さん
レ 多

ｎ
ｕ

１１

月

１

日

１１
月
３
日
　
南

――――
後

馬

原

内

科

医

院

屋
０
０
６
４
６

東
　
　
医
　
　
院

１１
月
８
日
　
渡
　
辺
　
内
　
科

圏
０
１
７
７
７

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り

ン
サ
ー
ビ

六
ヽ
い

。

8郷お

1診療は

時か ら

時 まで

（２
）０
３
７
８

谷
整
形
外
科

０^
３
３
５
１

□ □
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ロ ロ
上食
手パ

ン
の
な
切
り
方

■勤務先

■趣  味
■血液型

高森町役場

ドライブ

クールでニヒルなA型

今月の表紙
今
年
も
、
り
ん
こ
の
木
に
真

っ
赤
な
実
が
実
り
、
観
光
り
ん

ご
園
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

現
在
、
七
箇
所
の
り
ん
ご
園

で
約
七
衿
、
ツ
ガ
ル
や
千
秋
、ジ

ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
六
種
類
の

り
ん
ご
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
、
各
り

ん
ご
園
で
は
、
小
学
生
や
保
育

園
児
に
開
放
。
訪
れ
た
子
供
た

ち
に
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
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